
 

 

教師を目指す学生による｢学生文化｣｢学校文化｣の創造と 
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東浦町ＳＰ通信 
～東浦町では、学生ボランティアを“職員の仲間”という思いを込めて、 

「SP」または「スクールパートナー」と呼んでいます。～ 
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★ あんまり難しく「教えようかな？」と思うと、先生側（の立場）になってしまう。皆さんは、先

生でもなく友達でもない、“学生”という先生や友達とは違う関係性。だから、子どもたちは「叱ら

れないだろう」「無理にやらされないだろう」と考えてくるので、その期待に応えてあげてほしい。 

★ 掛け算、割り算も割合が基になっている。ＳＰさんもそこを意識してほしい。例えば、小数の計

算であれば、大切なのは“桁をそろえること”。計算スキルだけある子どもがたくさんいると思うが、

計算だけやっていても楽しくない。その先（＝その学習で大切なことは何か？）をＳＰさんも意識

して、考えながら子どもたちに言葉をかけてあげてほしい。 

★ 計算できたから、合っていたから、それでＯＫ！終わり！ではなく、子どもたちが持っている知識

や力を引き出して、次のステップは何かも考えて試してみて欲しい。 

★ あまり教え込まず、ＳＰさん自身も楽しんで！たくさんチャレンジしてほしい！ 


